
１． 研究枠組み

中小企業

２００９年６月３０日の中小企業支援に関する法令

（Decree No. 56/2009/ND-CP）の下では，中小企

業は，その従業員数，資本規模，業種によって，

零細企業，小規模企業，中規模企業，大規模企業

の４つのカテゴリーに分類される（表１）。

マーケティング

マーケティングは「製品と価値を生み出して他

者と交換することによって，個人や団体が必要な

ものや欲しいものを手に入れるために利用する社

会上・経営上のプロセス（Kotler and Armstrong,

2009）」と定義され，マーケティングは事業成功

の鍵となる要因である。

マーケティングは顧客のニーズ，企業の目的，

さらには社会的責任を満たすものと理解されなけ

ればならない。マーケティング・プロセスには市

場調査（顧客ニーズの理解），マーケティング戦

略のデザイン，マーケティング・プログラムの構

築（製品，価格，流通，マーケティング・コミュ

ニケーション），利益を生み出す関係性づくりが

含まれる。

本稿では主としてマーケティング全般および市

場調査，市場開発，製品開発，ブランディング，

流通チャネル・マネジメント，マーケティング・

コミュニケーションといったマーケティング活動

に着目する。

市場調査：顧客ニーズを理解するために，また

それらをどのように満たすかを理解するために，

企業は市場調査を行わなければならない。市場調

査とは「特定のマーケティング課題に対して，組

織的に情報収集，分析，報告を行うことである

（Kotler and Armstrong, 2009）。」

市場開発：現在の製品を投入する新たな市場セ

グメントを特定・開発する企業の成長戦略である

（Kotler and Keller, 2006）。

製品・ブランド開発：製品開発は新製品，また
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表１

世界経済に存在する事業機会の探索あるいは克服すべき課題への対応のため，中小企業は自らを変化させていかなければならない。

そうした活動は中小企業の競争力を強化し，事業を成功へと導く力となるだろう。マーケティングは中小企業の発展・成功において，

重要な役割を担っている。本稿ではベトナムにおける中小企業の発展に関する全般的な評価と，中小企業のマーケティングに関する

評価を行う。また，中小企業に関する概要，中小企業の発展に影響する要因，マーケティング・マネージャーの意識，マーケティン

グ活動（市場調査，製品開発，マーケティング・コミュニケーション等）に関する分析を示し，それらに基づいて日系企業へのイン

プリケーションを提示する。

規模 零細企業 小規模企業 中規模企業 大規模企業

業種 従業員数 総資本 従業員数 総資本 従業員数 総資本 従業員数

I． 農林水産業 �１０ �２００億VND ＞１０－２００ ＞２００－１０００億VND ＞２００－３００ ＞１０００億VND ＞３００

II．工業・建設業 �１０ �２００億VND ＞１０－２００ ＞２００－１０００億VND ＞２００－３００ ＞１０００億VND ＞３００

III．貿易・サービス業 �１０ �１００億VND ＞１０－５０ ＞１００－５００億VND ＞５０－１００ ＞５００億VND ＞１００
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は新たに手を加えた既存製品の市場への投入につ

いて扱う（Kotler and Keller, 2006）。企業にとっ

て製品戦略をもつことは重要である。ブランド開

発は重要なタスクであり，慎重に開発・管理され

るべき強力な資産である。

流通チャネルマネジメント：流通チャネル・マ

ネジメントは流通チャネルのデザインおよび管理

を扱う。流通チャネルの機能は，ターゲットとな

る顧客が製品を手に取ることができるようにする

ことである（Kotler and Keller, 2006）。

マーケティング・コミュニケーション：Kotler

and Keller（２００６）はマーケティング・コミュニ

ケーションを「企業が販売する製品・ブランドに

ついて，直接的または間接的に消費者へ情報をお

くり，納得させ，思い出させようとする活動」と

定義している。

どのようなマーケティング・コミュニケーショ

ンの形態であっても，その目的は顧客ターゲット

に対して好ましい反応を，または実際の購買を促

すよう情報を提供することである（Chartered In-

stitute of Marketing, 2009）。Kotler and Keller

（２００６）は，マーケティング・コミュニケーショ

ンは６つの要素から構成されるとしている。それ

らは広告，販売促進，イベント・経験，広報，人

的販売，ダイレクト・マーケティングである。ま

た，Dahlén et al.（２０１０）は，マーケティング・

コミュニケーションは通常，広告，広報，販売促

進，ダイレクト・マーケティング，人的販売で構

成されるとしている。

マーケティング・コミュニケーションへ影響を

及ぼすものとして，説得力，目標設定，コンタク

ト・ポイント，ステークホルダー，メッセージが

ある（Stafford, 2009）。ステークホルダーは外

的・内的要因を含み，他の４つの要素は内的要因

から成る。Maria Currieは５つの要素がマーケ

ティング・コミュニケーションへ影響を与えると

している。それらは顧客ターゲットの行動，競争

活動，メッセージの歪み，頻度，関連性である。

また，Manish Parihar（２０１２）は製品タイプ，製

品ライフサイクル，ターゲット市場，顧客購買，

予算をマーケティング・コミュニケーションに影

響を及ぼす要素にあげている。

２． 調査方法

本稿ではマーケティング全般についての研究を

目的として実施された２０１１年の調査と，マーケ

ティング・コミュニケーションの詳細についての

研究を目的として実施された２０１２年の調査を扱

う。

２０１１年調査について：１２０のアンケート回答を

取得。全ての回答者はハノイ市における中小企業

であり，それら企業は著者との関係をもとに選択

された。アンケートは主として（１）中小企業発

展の検証，（２）中小企業の発展に影響する要素，

（３）中小企業の成功に影響する要素，（４）中小企

業の競争力に影響する重要要素，（５）マーケティ

ングの評価から構成され，それぞれ５段階評価で

測定した。

２０１２年調査について：７５の企業からサンプル

を取得し，それら企業は工業，貿易業，サービス

業，農林水産業など，様々な分野で事業を行って

おり，著者との関係をもとに選択された。

アンケート調査は（１）マーケティング・コミュ

ニケーションの必要性の検証，（２）各マーケティ

ング・コミュニケーションの形態における重要性

の評価，（３）マーケティング・コミュニケーショ

ンへの内的・外的な影響の評価に分けられる。評

価は５段階評価（１＝最低，５＝最高）で行われた。

３． ベトナムにおける中小企業の概要

企業開発担当局である計画投資省によって発行

された最近の白書によると，ベトナムでは約

５５０，０００社の企業が設立・登記されている。２００５

年企業法，それと同様に各州の企業法の施行以

来，２０００年から２０１０年の期間だけで，約５００，０００

の企業が設立された。

ほとんどの企業は中小企業であり，零細企業，

小規模企業，中規模企業が占める割合は９７．４３％

である。２０００年から２００９年の間，零細企業部門

は社数ベースで最も高い年間平均成長率である
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２４．７％に達し，一方で，小規模企業は２０．４１％，

中規模企業は１１．７９％，大規模企業は７．２８％で

あった。

０．６１％のみが資本金５，０００億 VND（２０１０年１

月１日現在）以上の企業，４．５６％が資本金５００億

VNDから５，０００億 VNDの企業，また７８．５５％が

１００億 VNDに満たない企業となっている。

資本金規模別でみると中小企業は全企業の

９５．９７％を占め，そのうち小規模企業は８２．２６％，

中規模企業は１３．７１％であり，また大規模企業は

全体の４．０３％を占める。

資本金と所有者別でみると，中小企業は民間部

門で最も大きい９７．１９％を占め，大規模企業はわ

ずか２．８１％となっている。国有部門では４７．３２％

が大規模企業，５２．６８％が中小企業となっている。

外国資本部門では７３．５４％が中小企業，２６．４６％

が大規模企業である。

ベトナム企業の大部分は労働集約型かつ低付加

価値型に分類される。中小企業は高い技術，知識

に対して限られた資金を投資している。ベトナム

統計局（General Statistics Office of Vietnam）に

よれば，その多くが卸売業，小売業，自動車修理

業であり，その他は加工業や建設業などであった。

倉庫業，情報通信業などの鍵となる産業部門では

まだ企業数は少ないが，増加してきている。

中小企業の多くはハノイ，ホー・チ・ミン，ダ

ナン，カント，ハイフォンなどの大都市（７０％）

にある。２０１０年末時点では，ハノイに約１００，０００

の中小企業があった。ハノイおよびホー・チ・ミ

ンにおける中小企業数は全中小企業数の５０％を

占めている。

中小企業は経済の重要な役割を担っている。中

小企業が創出する雇用は大きく変化している。中

小企業部門では計画経済から市場経済への過渡期

のなか，失業者に対する社会保険の仕組みを構築

し始めている。

中小企業が直面している課題は次のとおりであ

る。

市場：世界経済の停滞によって，主要な輸出相

手国からの注文数・量が落ち込んでいる。その一

方で，多くのベトナム企業はそのような市場にお

ける需要変動を予測することが困難であり，経済

情勢や市場価格に関する情報への十分なアクセス

が不足している。

資金調達：資金は十分でない上に，資金提供者

は以前よりも危険を回避しようとする傾向にある

ため，資金調達は困難となっている。

経営管理能力：変化のない保護された環境に置

かれているのが通常であった多くのベトナム企業

は，積極的に組織の再構築ができておらず，それ

ゆえ，経済危機において困難に直面している。

課題：技術レベルが低いこと，技術に対して受

動的であること，人材不足などが課題となってい

る。

４． 知見

４―１ 中小企業の発展

標本に含まれる企業のほとんどは中小企業数が

増加していると考えている（９１．６６％，平均：

４．３９），また，資本規模も同様に増加している

（７７．７８％）との見解を示している。調査結果は中

小企業は市場を拡大し，生産規模が増加している

ことを示唆している。

４―２ 中小企業発展に影響する要素

経営管理：全回答者のうち５０．９７％が，経営管

理が企業成長における最も重要な要素のうちのひ

とつであると考えている。

資金調達：中小企業支援センターによれば，企

業のうちの３２．３８％は資金調達先として銀行をあ

げ，３５．２４％は銀行を資金調達先とすることが困

難，３２．３８％が銀行へのアクセスを持っていない

としている。

表３においては回答者のうちの８０．５６％が企業

の発展において資金の果たす役割の重要性につい

て合意している。

４―３ 企業の成功に影響する要素

企業を成功へと導くことに影響する要素は数多

くある。それら要素について示したものが表４で

ある。企業の成功に大きく影響する要素として事
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業資金，経営管理能力，人材の専門性および能力

（８１％～９０％の回答者が合意）が挙げられている。

例えば，回答者の９０．１４％は経営者・オーナーの

経営管理能力が企業成長に大きく影響すると考え

ている。経営管理は現在多くの企業の間で課題と

なっている。

これら以外の外部要因も事業に影響を及ぼすが，

その程度は内部要因ほど大きなものではないと評

価されている。

４―４ 競争力に影響する重要な要素

企業の競争力には多くの要素が影響するが，こ

こでは調査資料とマネージャーの意見をもとに９

つの要素を選択した。表５は，企業の競争力に影

響する要素の重要性の程度を示している。

上記に示した要素のうち，ブランドが企業の競

争力に大きく影響している（９０％を上回る回答

者が合意）。ブランドに対する高い評価は，製

品・サービスの質の高さを表している。

品質（８９．９％が合意），マネージャーの管理能

力（８７．０６％が合意）が競争力に大きく影響する

と評価されている。

中小企業の発展

中小企業発展に影響する要素

表２

表３

評価基準
全くそう思わない

（１）
そう思わない
（２）

どちらでもない
（３）

そう思う
（４）

強くそう思う
（５）

平均

中小企業数の増加 ４．１７％ ４．１７％ ４０．２８％ ５１．３８％ ４．３９

投資資金の増加 １．３９％ ２．７８％ １８．０５％ ５０％ ２７．７８％ ４．００

国内市場の拡大 １．３９％ １８．０５％ ５５．５６％ ２５％ ４．０４

国際市場の拡大 ４．１７％ １２．５％ ３１．９４％ ３１．９４％ １９．４５％ ３．５

事業ネットワークの拡大 １２．５％ ５８．３３％ ２９．１７％ ４．１７

生産規模の増加 ２．７８％ １８．０５％ ６１．１２％ １８．０５％ ３．９４

GDPへの貢献の増加 １．３９％ １５．２８％ ５１．３９％ ３１．９４％ ４．１４

経営管理能力の向上 ４．１７％ ２０．８３％ ５１．３９％ ２３．６１％ ３．９４

競争力の開発 ９．７２％ １５．２８％ ５２．７８％ ２２．２２％ ３．８８

国有企業との公平性 ６．９４％ １５．２８％ ３０．５６％ ２７．７８％ １９．４４％ ３．３８

地域社会による認知と支援 ９．７２％ １６．６７％ ５４．１７％ １９．４４％ ３．８３

多くの事業機会 １．３９％ １２．５％ ５８．３３％ ２７．７８％ ４．１３

評価基準
全くそう思わない

（１）
そう思わない
（２）

どちらでもない
（３）

そう思う
（４）

強くそう思う
（５）

平均

資産・資金 ２．７８％ １６．６６％ ４５．８４％ ３４．７２％ ４．１３

人材の質 ６．９４％ １５．２８％ ４１．６７％ ３６．１１％ ４．０７

中小企業の経営管理 ２．８２％ ８．４５％ ３８．０３％ ５０．９７％ ４．３７

国内市場と国際市場 １．３９％ ２．７８％ １６．６７％ ５２．７８％ ２６．３８％ ４．０３

市場情報 １．４３％ １．４３％ １７．１４％ ４５．７１％ ３４．２９％ ４．１

土地 ２．７８％ ６．９４％ ２６．３９％ ３８．８９％ ２５％ ３．７６

事業ネットワーク ４．２９％ １４．２８％ ５８．５７％ ２２．８６％ ４

科学技術 ６．９４％ ２２．２３％ ５２．７７％ １８．０６％ ３．８２

金融サービス ８．３３％ ２５％ ５２．７８％ １３．８９％ ３．７２

法制度 ５．５６％ ２２．２２％ ５１．３９％ ２０．８３％ ３．８６

政策 ７．０４％ １５．５％ ４６．４７％ ３０．９９％ ４．０１

City/localpolicies ２．８４％ ５．７１％ ３０％ ５１．４３％ １０％ ３．８
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４―５ 中小企業におけるマーケティングの評価

回答者の全員が，マーケティングは企業の競争

力に影響する重要な要素であると考えている。し

かながら，数年前は中小企業のマネージャーは

マーケティングに注意を向けることはなかった。

Vsoftgroupは「中小企業はマーケティングに関心

が無いようだ。彼らは生産と販売に注力し，マー

ケティングは「広告」という位置づけでしかない。

マーケティングに対する予算は全体のほんの

３％～５％程度でしかない。」としている。

今日では，状況が少し異なってきている，調査

結果は７８％の企業が事業におけるマーケティン

中小企業の成功に影響する要素

表４

企業競争力に影響する要素の重要性の程度

表５

評価基準
非常に小さく
影響する
（１）

小さく
影響する
（２）

どちらでもない
（３）

大きく
影響する
（４）

非常に大きく
影響する
（５）

平均

事業資金 １．４１％ ４．２２％ １２．６８％ ５０．７％ ３０．９９％ ４．０６

専門性ある人材 ２．８５％ １４．２８％ ５８．５７％ ２４．２９％ ４．０４

マネージャー・社員の能力 ４．２９％ １０％ ５４．２８％ ３１．４３％ ４．１３

社員の教育レベル ２．９％ ２７．５３％ ５２．１８％ １７．３９％ ３．８４

経営者・オーナーの経営管理能力 １．４１％ ２．８２％ ５．６３％ ２３．９４％ ６６．２％ ４．５

社員のコミュニケーション能力 １．４３％ １．４３％ ３２．８５％ ５２．８６％ １１．４３％ ３．７１

社員の語学力 ７．１４％ １５．７２％ ４５．７２％ ２７．１４％ ４．２９％ ３．０６

労働環境 ２．８６％ １．４３％ ２２．８５％ ６２．８６％ １０％ ３．７６

事業ネットワーク ２．９４％ ３０．８８％ ５５．８９％ １０．２９％ ３．７

製品多様化 ４．３５％ ５．７９％ ３９．１４％ ４０．５８％ １０．１４％ ３．４６

品質 ２．８６％ ２０％ ５７．１４％ ２０％ ３．９４

市場の規模 １．４７％ ２．９４％ ２７．９４％ ４８．５３％ １９．１２％ ３．８１

広告・販売促進 １．４３％ ８．５７％ ４１．４３％ ３８．５７％ １０％ ３．４７

生産性 ４．２９％ １７．１４％ ６２．８６％ １５．７１％ ３．９

組織構造 １．４５％ ４．３５％ ２０．２９％ ５９．４２％ １４．４９％ ３．８１

給与・インセンティブ制度 １．４３％ ５．７１％ ２２．８６％ ５１．１４％ １２．８６％ ３．７４

技術・設備 ２．８２％ ８．４５％ ２８．１７％ ４７．８８％ １２．６８％ ３．５９

租税制度 ２．８２％ ５．６３％ ３６．６２％ ４３．６６％ １１．２７％ ３．５５

中央政府・地方政府の土地制度 ８．５７％ １１．４３％ ３１．４３％ ４１．４３％ ７．１４％ ３．２７

業務の形式化 ２．８２％ ８．４５％ ４２．２５％ ３３．８％ １２．６８％ ３．４５

その他の政策（税関手続，教育など） ４．２９％ ７．１４％ ４８．５７％ ３２．８６％ ７．１４％ ３．３３

インフラ ５．８８％ ５．８８％ ２．３６％ ４７．０６％ ８．８２％ ３．４７

評価基準 最も低い 最も高い 平均

事業資金 ２．８２％ １８．３１％ ４５．０７％ ３３．８％ ４．１

マネージャーの管理能力 ２．８６％ １０％ ４４．２８％ ４２．８６％ ４．２７

社員の能力 ４．２３％ １５．４９％ ５９．１５％ ２１．１３％ ３．９７

流通チャネル ２．８６％ ７．１４％ ２８．５７％ ４２．８６％ １８．５７％ ３．６７

事業ネットワーク １．４３％ ５．７１％ １８．５７％ ５２．８６％ ２１．４３％ ３．８７

ブランド １．４１％ １．４１％ ７．０４％ ４５．０７％ ４５．０７％ ４．３１

品質 １０％ ５４．２９％ ３５．７１％ ４．２６

能動環境 ５．８％ ２４．６３％ ５２．１８％ １７．３９％ ３．８１

製造コスト １．４３％ ２５．７１％ ４８．５７％ ２４．２９％ ３．９６
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グの重要な位置づけを認識し，理解している。

マーケティング組織：わずか２０％の企業しか

マーケティング部門を設置していない。通常，

マーケティング機能は事業部門，販売部門，市場

部門などに分かれている。広報部門はあるものの

マーケティング部門を持たない企業もある。

マーケティング理念：マーケティングは販売も

しくは供給源の探索，顧客対応，製品開発，市場

探索と考える企業もある。こうした考え方が，こ

れまでマーケティングが注目されてこなかった理

由と考えられる。回答者の７８％がマーケティン

グプランは多くの企業において応用されていない

と回答している。

４―６ 市場調査の評価

多くの企業は市場調査の役割を認識している。

回答者の８０％が市場調査は企業の発展に大きく

影響するということに合意している。しかしなが

ら，市場調査を実施している中小企業はそれほど

多くはない。７５％の企業が市場調査に特化した

部門を持っていない。なかには，市場における情

報収集の役割を認識しながらも，正式に市場調査

を実施したことがないという中小企業も存在する。

結果として顧客や競合他社に関する情報を欠いて

いる。市場調査を専門とする企業というのも一般

的には見られない。

４―７ 市場の発見と拡大

回答者の７９％が，市場を発見することは事業

の発展に影響を与えるということに合意している。

また６８％の企業が，市場規模の拡大は企業の成

功に大きく影響すると回答している。

６５％の企業が，国内市場を発見し，拡大する

ことに成功していると回答している。一方で，外

国市場に関しては，２７％の企業のみが外国市場

を発見し，拡大することに成功していると回答し

ている。これは現在，中小企業が直面している課

題と言える。

４―８ 製品開発

回答者の７７％は製品の品質が企業の成功に影

響する，６３％は品質改善に成功していると評価

している。また，全回答者が製品の品質は企業の

競争力に大きく影響すると回答している。加えて，

製品差別化も事業成長において重要である。４０％

の回答者が自社製品の差別化があまりされていな

いと回答している。

新製品開発は市場でプレゼンスを発揮しようと

する企業にとって不可欠である。しかしながら，

多くの企業は新製品開発の計画や予算をもってお

らず，また開発をする場合でも彼らの経験に基づ

いて行われるものとなっている。

製品ラインを多様化させることの重要性につい

て，回答者の５１％が賛同しており，５７％が新製

品開発に成功していると回答している。ただ，市

場情報や開発計画が欠如しており，適切な製品ラ

インの多様化は行われていない。つまり，彼らの

製品ポートフォリオは不十分である。

４―９ ブランド開発

回答者の９０％がブランドの重要性を認めてお

り，競争力に大きく影響すると認識している。し

かし，ブランド開発に成功している中小企業は数

少ないというのが実態である。回答者の６３％が

ブランド開発に成功していると回答しているが，

一方で資金や人材の面で制限があるとしている。

４―１０ 流通チャネル管理

ほとんどの企業が流通チャネルの重要性を認め

ており，回答者の８１％が流通チャネルを事業の

競争力に影響する要素として認識している。その

なかで，４５％のみが流通チャネルの開発に成功

していると考えている。自社と他社の両者を活用

する流通構造をとっており，現代化されたチャネ

ルを利用している企業もある。流通チャネルの効

果についての評価はほとんど行われていない。

４―１１ マーケティング・コミュニケーションの重

要性

ほとんどの回答者がマーケティング・コミュニ

ケーションの必要性を高く評価している（５段階

評価で平均が４．１８，８６．９％）。
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個別のサンプルテストは男女の性別による認識

の相違がないことを示唆している[p（t.df）＝０．２６

＞０．０５］。また，一元配置分散分析の結果からは，

長期間の労働者と，マーケティング活動に加わっ

て間もない労働者との相違もないことが示唆され

ている［p（F）＝０．８４９＞０．０５］。

４―１２ マーケティング・コミュニケーションの形

態別にみた重要性

表６においては人的販売が全体的に高く評価さ

れている（５段階評価で平均が３．６３）。次にダイ

レクト・マーケティングで，他の４つのマーケ

ティング・コミュニケーション形態は重要性の観

点から見ると同等である。これは工業部門でよく

見られることである。広告は人的販売や販売促進

と比較するとき，その重要性は低い（Kotler and

Keller, 2006）。

工業業界ではダイレクト・マーケティングと人

的販売が他の４つの形態よりも重要であると考え

られている。貿易業界では全てのコミュニケー

ション手段が重要と考えられており，これはサー

ビス業界でも同様である。両業界とも人的販売が

最も重要性の高いコミュニケーションの形態と評

価しているが，農林水産業界ではダイレクト・

マーケティングと最終消費者への販売促進が最も

重要なコミュニケーション形態と評価されている。

４―１３ マーケティング・コミュニケーションにお

ける内部要因の評価

Cronbachアルファ・テストは全ての変数が互

いに影響していることを示している。評価は５段

階（１．最も影響が弱い～５．最も影響が強い）で測

定された。

内部要因のなかでも，マネージャーの資質や従

業員の資質がマーケティング・コミュニケーショ

ンに大きく影響している。また，マネージャーの

資質はマーケティング・コミュニケーションに対

する障害を作り出す要因ともなっている（３．４２，／

５）。

回答者の９０％が予算が企業の発展に大きく影

響すると評価している。障害の程度に関する評価

においては，予算が最も障害を形成をする要因で

あると評価されている。

マーケティング・コミュニケーションの形態の重要性

表６

表７

マーケティング・コミュニケーションにおける内部要因の影響の評価

マーケティング・
コミュニケーション形態

工業 貿易業 サービス業 農林水産業 平均

広告 ２．９０ ３．４６ ３．００ ３．６７ ３．１８

販売促進（卸売，代理店等） ２．８０ ３．３８ ３．２５ ３．３３ ３．１３

最終消費者向け販売促進 ２．６０ ３．５４ ３．５０ ４．００ ３．３７

広報 ３．１０ ３．４６ ３．４２ ３．００ ３．３２

ダイレクト・マーケティング ３．３０ ３．７７ ３．５０ ４．００ ３．５８

人的販売 ３．３０ ３．８５ ３．６７ ３．６７ ３．６３

内部要因 成功への影響 成功への障害

マネージャーの資質 ３．５０ ３．４２

従業員の資質 ３．５８ ３．４７

予算 ３．５５ ３．５５

組織構造 ３．１８ ３．２６

労働環境 ３．１６ ３．１８

地方政府の公務員・オーソリティーとの関係性 ３．２１ ３．１８
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４―１４ マーケティング・コミュニケーションにお

ける外部要因の評価

Cronbachアルファ・テストはそれぞれの変数が互

いに影響していることを示している（Cronbach’s

Alpha＝＞０．８）。評価は５段階（１．最も影響が弱

い～５．最も影響が強い）で測定された。

顧客・消費者要因は最もマーケティング・コ

ミュニケーションの成功に影響するものとして評

価されており（３．５３，／５），また，最も障害を形成

するものとして評価されている。

文化は重要な要素であり，マーケティング・コ

ミュニケーションに対する障害を形成するものと

して比較的高く評価されており（８４．６％），政

策・規制も同様に高く評価されている（８６．４％）。

事業地域に関する調査結果は図表９の通りである。

マーケティング・コミュニケーションの成功に

対する影響に関して，異なる事業地域における全

ての企業が，顧客・消費者要因と政策・規制に対

して同様の評価をしている（＞３／５）。その他の要

因に対する評価はそれぞれの事業地域によって異

なる。障害を形成する要因としては，文化的要因，

顧客・消費者要因，政策・規制が同様に評価され

ている（＞３／５）。

５． 日系企業に対する示唆

日系企業はベトナムの文化をよく理解しなけれ

ばならない。ベトナム国内でも，各地域によって

日常のコミュニケーション，倫理観，消費習慣な

ど異なった文化が存在する。こうした文化を理解

することは，マスメディアを活用する広告をする

場合などにおいても非常に重要である。例えば，

性的描写や暴力的描写を含むスローガンや映像と

いったものは，ベトナムの文化に適さないものと

して変更を余儀なくされるだろう。文化を考慮し

なければならない別の例として食品業界が考えら

れる。ベトナムでは太陰月の最初の日にイカやタ

コは食べないために，ベトナムでレストランを経

営する日系企業は，月の初日にイカやタコを提供

表８

業界別にみた内部要因調査結果

表９

マーケティング・コミュニケーションにおける外部要因の評価

成功に対する内部要因 工業 貿易業 サービス業 農林水産業

マネージャーの資質 ３．３０ ３．６９ ３．３６ ３．６７

従業員の資質 ３．４０ ３．６９ ３．６４ ３．６７

予算 ３．３０ ３．６２ ３．６４ ４．００

組織構造 ２．８０ ３．４６ ３．２７ ３．００

労働環境 ２．９０ ３．３８ ３．２７ ３．００

地方政府の公務員・オーソリティーとの関係性 ２．９０ ３．６２ ３．１８ ３．００

障害を形成する内部要因 工業 貿易業 サービス業 農林水産業

マネージャーの資質 ３．００ ３．４６ ３．４５ ４．００

従業員の資質 ３．００ ３．６９ ３．４５ ４．００

予算 ３．１０ ３．６９ ３．４５ ４．３３

組織構造 ２．９０ ３．４６ ３．２７ ３．３３

労働環境 ２．９０ ３．３１ ３．３６ ３．００

地方政府の公務員・オーソリティーとの関係性 ３．１０ ３．２３ ３．１８ ３．００

外部要因
成功への
影響

成功への
障害

国内市場での競争 ３．１８ ３．２４

外国市場での競争 ３．００ ２．９５

事業地域 ３．２６ ３．２７

文化的要因 ３．１１ ３．４３

顧客・消費者要因 ３．５３ ３．７８

政策・規制（広告法，競争法等） ３．３２ ３．４６
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することはできない。

企業がソーシャル・ネットワークを活用して広

告を行う場合，若年層（１９８０年代～９０年代生ま

れ）の方が，１９７０年代以前に生まれた世代と比

べて，ソーシャル・ネットワークについて詳しく

知っていることを認識する必要がある。

文化は消費者行動に強く影響するため，事業を

始める前にベトナムの消費者行動について研究す

る必要がある。ベトナム北部に住む消費者が購買

の意思決定に費やす時間は，南部に住む消費者よ

りも長い可能性がある。これは北部に住む人々は，

意思決定の前に，常に周りの人々の行動を観察す

るからである。

ブランド・コミュニケーションに関連して，日

系企業はモバイル広告，インターネット広告，

ソーシャル・ネットワーク，口コミを応用すべき

である。
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